
広
　
　
報

主 な 内 容

発行 / 白井市　編集 / 秘書広報課　毎月2 回　1 日・15 日発行　〒 270-1492　白井市復1123　☎ 047（492）1111　　  047（491）3510　　  http://city.shiroi.chiba.jp/FAX URL

振り込め詐欺多発！「怪しい」と感じたらすぐ相談を　印西警察署　☎0476（42）0110

■平成27年度の予算編成方針を決定 …2
■来年度の重点事業を選定………………3
■マイナンバー制度がはじまります……4
■白井特別競走を実施……………………4
■市の人事行政の運営状況を公表………5
■防火ポスター・標語の入賞作品が決まり
ました………………………………………6

No.765
11.15
平成 26年
（2014 年）

昨年の「イベント広場」の様子

保健師非常勤職員と栄養士臨時職員を募集します
　市では、健康相談や特定健診事後指導などに活動する保健師非常勤職員と、両親学級や
乳幼児健診、離乳食、アレルギー食の献立作成などに活動する栄養士臨時職員を募集します。
項目 保健師非常勤職員 栄養士臨時職員
応募資格 保健師免許取得者 栄養士免許取得者
募集人員 1人 1人 1人
勤務場所 保健福祉センター（健康課） 南山保育園

業務内容 健康相談や特定健診事後
指導などの成人保健業務

両親学級や乳幼児健診な
どの母子保健業務

離乳食、アレルギー食の献立
作成、食材発注などの業務

勤務期間 平成27年1月～ 12月下旬～平成27年3月 12月1日～平成27年3月

勤務時間 午前9時～午後4時30分の
うち3～ 6時間程度

午前8時30分～午後5時15
分（1時間休憩あり）

午前9時～午後4時（週1日午
前7時15分～午後2時15分）

時給 1,390円（通勤手当あり） 1,140円（通勤手当あり）

※勤務日、勤務時間については相談に応じます。
■申・■問　履歴書に必要事項を記入し、保健師または栄養士免許の写しを添えて、直接健康
課健康づくり推進班　☎（497）3494、南山保育園　☎（491）1413へ

　
市
内
で
は
い
ろ
い
ろ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
・
市
民
活
動
団
体
が
、
地
域
の
活
性
化
や
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。
活
動
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
活
動
内
容
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
活
動
に
参
加

す
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
30
日
㈰
に
市
民
活
動
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
当
日
は
、
歌
や
踊
り
、

楽
器
演
奏
、
食
品
の
試
食
販
売
な
ど

盛
り
だ
く
さ
ん
の
行
事
を
用
意
し
て

い
ま
す
。

　
今
年
は
、
実
際
の
活
動
内
容
を
紹

介
す
る
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
会

場
か
ら
飛
び
出
し
、参
加
団
体
の「
し

ろ
い
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
の
会
」
に
よ

る「
法
目
地
区
ウ
ォ
ー
ク
ガ
イ
ド（
白

1階　イベント広場　タイムスケジュール
開始
時間 出演団体（内容）

10：00 開会式～開会宣言～

10:10 南山中学校吹奏楽部（ブラスバンドの演奏）

10:35 白井子どもの放射線問題を考える会（プレゼンテーション）

11:10 白井スクエアダンスクラブ（実演・体験）

11:40 アニマルフレンド（プレゼンテーション）

12:15 白井市文化団体協議会　シニアアンサンブル“ノービレ”（器楽合奏）

12:45 ししばの丘　クレープハウス（クレープ作り実演）

13:05 バンブーギター（ギター演奏）　

13：30
1分間スピーチ・プレゼンテーション大会
まつり参加団体、市民大学、ボランティア協
議会など

14:25 SINCS白井少年少女合唱団（合唱）

14:45 おたまじゃくし（女声合唱）

15:05 フィナーレ～みんなで歌おう～

15:30 閉会式

※開始時間は、若干前後することがあります。

1 階

NPO法人みどりと大地の会（梨みそ、ニンニク関連品）、成東プロジェクト（かや
くご飯、漬け物など）、健康文化都市夢ふれ愛サークル（ぶっかけそば）、ししばの
丘クレープハウス（クレープ）、白井市茶華道協会（生け花展示）、白井スクエアダ
ンスクラブ（ダンス実演・体験）、白井国際交流協会（コーヒー、クッキー）、喫茶
たんぽぽ（軽食）

2 階

NPO法人谷田武西の原っぱと森の会、アダプト5
ゴミゼロ

30クラブ、NPO法人しろい環境塾、
白井の自然を考える会、神崎川を守るしろい八幡溜の会、EM白井野菜の会、白井
再生可能エネルギー協議会、白井環境ネットワークの会、白井シニアライオンズク
ラブ、NPO法人北総コラボレーション（以上展示）、まちづくり協力隊・双葉会（交流、 
休憩喫茶コーナー）、NPO法人せっけんの街（リサイクルせっけん販売）、ニッポン
アクティブライフクラブ（日用雑貨販売）、白井社会ボランティアの会（展示、ゲー
ムなど）、産業カウンセラー北総チーム（展示・体験）、NPO法人白井市ボランティ
ア連絡協議会（テーブル花作成販売）、市民活動推進センター運営協議会（市民活
動相談コーナー）

3 階

NPO法人住みよい地域づくり推進協議会、北総線運賃値下げ裁判の会、白井平和委
員会、しろい・九条の会、北総線の運賃値下げを実現する会、白井市文化団体協議会、
ボーイスカウト印西白井第1団、おもちゃの病院（白井）、白井子ども劇場、しろい
人形劇まつり実行委員会、白井市民大学校（以上展示）、SINCS白井自然と芸術文
化の会（展示・キャンディ販売）、アニマルフレンド（展示、発表）、ボランティア
グループ緑の風（展示・体験）、白井子どもの放射線問題を考える会（展示・発表）

井
市
の
歴
史
や
文
化
め
ぐ
り
）」
を

実
施
し
ま
す
。
会
場
周
辺
の
八
幡
神

社
、
仏
法
寺
、
熊
野
神
社
を
め
ぐ
る

約
2
㌔
㍍
の
コ
ー
ス
で
す
。

　
参
加
に
は
事
前
に
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。（
20
人
申
し
込
み
順
）
希

望
す
る
人
は
市
民
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
へ
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
、
各
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
配
布
し
て
い
る
情
報
紙

「
F
R
O
N
T
I
E
R
（
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
） 

」
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
30
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時
30
分

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動
支

援
班

　
内
線
3
1
5
1
・
2
、
市
民

活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
☎
（
4
9
8
）

0
7
0
5

参加予定の市民活動団体（主な内容）

市
民
活
動
ま
つ
り
2014

し
り
あ
う
　
ひ
ろ
ば
で
　
い
い
え
が
お

白井市は
「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。



お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

平
成
27
年
度

予
算
編
成
方
針
を
定
め
ま
し
た

平
成
27
年
度

予
算
編
成
方
針
を
定
め
ま
し
た

編
成
を
行
い
ま
す
。

【
歳
入
の
取
り
組
み
】

　
先
進
自
治
体
の
取
り
組
み
や
事
例

を
参
考
に
、
歳
入
獲
得
手
段
に
つ
い

て
広
く
検
討
を
行
い
、
事
業
財
源
は

自
ら
捻
出
す
る
と
い
う
視
点
に
立
ち
、

柔
軟
な
発
想
で
歳
入
の
拡
大
に
努
め

ま
す
。

　
財
源
確
保
の
た
め
に
、
市
税
を
は

じ
め
上
下
水
道
料
金
、
保
育
料
、
給

食
費
な
ど
に
つ
い
て
は
、
徴
収
率
の

さ
ら
な
る
向
上
に
向
け
て
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
可
能
な
限
り
滞
納
整

理
手
法
に
よ
る
徴
収
努
力
に
努
め
ま

す
。

　
国
・
県
補
助
金
の
積
極
的
な
活
用

に
努
め
ま
す
。

【
歳
出
の
取
り
組
み
】

　
事
務
事
業
の
見
直
し
は
、
一
朝
一

夕
に
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日

頃
か
ら
職
員
一
人
一
人
が
コ
ス
ト
意

識
を
強
く
持
ち
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
的

確
な
把
握
を
徹
底
し
、
事
務
事
業
を

推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
各
部
課
に
お
い
て
主
体
性
・
自
主

性
を
持
っ
て
、
次
の
事
項
に
取
り
組

み
ま
す
。

●
自
己
査
定
の
徹
底

　
課
・
部
単
位
で
内
容
を
精
査
し
、

事
業
の
優
先
順
位
付
け
を
明
確
に
し
、

事
業
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
す
る
な
ど
、
要

求
額
に
係
る
一
般
財
源
充
当
額
が
平

成
25
年
度
当
初
予
算
の
一
般
財
源
充

当
額
を
超
え
な
い
範
囲
で
調
整
す
る

よ
う
努
め
ま
す
。

　
前
年
度
と
同
様
の
事
業
で
あ
っ
て

も
、
事
業
量
、
費
用
を
徹
底
的
に
見

極
め
、
積
算
根
拠
を
明
確
に
し
て
要

◆
市
の
財
政
見
通
し

　
歳
入
（
収
入
）
は
、
税
制
改
正
に

伴
い
軽
自
動
車
税
の
増
収
は
見
込
ま

れ
る
も
の
の
、
固
定
資
産
の
評
価
替

え
に
伴
う
固
定
資
産
税
の
減
収
が
見

込
ま
れ
、
市
税
全
体
と
し
て
前
年
度

当
初
予
算
計
上
額
を
下
回
る
見
通
し

で
す
。
ま
た
、
地
方
交
付
税
な
ど
の

減
額
が
見
込
ま
れ
、
一
般
財
源
全
体

と
し
て
大
幅
な
減
額
と
な
る
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
歳
出
（
支
出
）
は
、
白
井
中
学
校

校
舎
大
規
模
改
造
事
業
な
ど
の
借
入

金
の
返
済
が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、

公
債
費
の
減
額
は
見
込
ま
れ
る
も
の

の
、
小
・
中
学
校
校
舎
耐
震
大
規
模

改
修
工
事
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
、
前
年
度

当
初
予
算
額
を
上
回
る
見
通
し
で
す
。

◆
予
算
編
成
の
基
本
方
針

　
平
成
27
年
度
は
「
第
4
次
総
合
計

画
」
の
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。
第

4
次
総
合
計
画
・
後
期
基
本
計
画
に

基
づ
く
第
2
次
実
施
計
画
事
業
を
着

実
に
推
進
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、

行
政
改
革
の
徹
底
を
図
り
、
身
の
丈

に
合
っ
た
健
全
な
財
政
運
営
に
改
善

し
て
い
く
た
め
、
創
意
工
夫
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
一
般
財
源
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る

中
で
、
重
点
施
策
に
重
点
的
に
予
算

配
分
す
る
一
方
、
重
点
施
策
以
外
は

抑
制
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
緊
急
性
や
市
民
ニ
ー
ズ
が
よ
り

高
い
事
業
に
重
点
的
に
予
算
配
分
を

す
る
た
め
、
事
業
の
優
先
順
位
付
け

を
行
い
、
選
択
と
集
中
を
徹
底
す
る

こ
と
で
、
効
率
的
・
効
果
的
な
予
算

　
市
で
は
、
平
成
27
年
度
に
お
け
る
当
初
予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方
を
ま
と
め
た
「
予
算
編

成
方
針
」
を
定
め
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

求
し
ま
す
。

●
事
業
の
見
直
し
の
徹
底

　
市
民
ニ
ー
ズ
や
事
務
事
業
評
価
・

事
業
仕
分
け
結
果
な
ど
を
十
分
検
証

し
、
所
期
の
目
的
を
達
成
し
た
事
業

や
成
果
が
上
が
っ
て
い
な
い
事
業
、

コ
ス
ト
に
見
合
う
成
果
が
出
て
い
な

い
事
業
、
社
会
的
に
必
要
性
が
低
下

し
た
事
業
は
、
事
業
に
係
る
コ
ス
ト

と
成
果
を
一
か
ら
検
証
し
、
廃
止
や

縮
小
、
凍
結
な
ど
の
見
直
し
を
し
ま

す
。

◆
当
初
予
算
編
成
の
流
れ

　
市
で
は
、
お
お
む
ね
次
の
工
程
に

よ
り
当
初
予
算
を
編
成
し
、
議
会
の

審
議
を
経
て
、
3
月
下
旬
の
成
立
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

【
当
初
予
算
編
成
工
程
】

①
予
算
編
成
方
針
の
決
定

②
担
当
課
か
ら
の
当
初
予
算
額
の
要

求③
財
政
課
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ

④
財
政
課
に
よ
る
査
定

⑤
市
長
に
よ
る
査
定

⑥
議
会
へ
の
提
案
・
審
議

⑦
当
初
予
算
の
成
立

問
　
財
政
課
財
政
班
　
内
線
3
3
3

1
・
2
・
7

用
語
の
説
明

一
般
財
源
　
市
民
税
な
ど
の
使

途
が
特
定
さ
れ
な
い
歳
入
（
収

入
）

公
債
費

　
地
方
債
（
借
入
金
）

の
元
利
償
還
金
を
支
払
う
た
め

の
経
費

危険業務従事者叙勲
　10月11日に「第23回危険業務従事者叙勲受章者」
が発表され、市内では次の皆さんが受章されまし
た。
　瑞宝単光章
　　　【防衛功労】
　　　　　河上不二夫さん　
　　　　　　　＜元陸上自衛隊准陸尉＞
　　　　　神野昇さん
　　　　　　　＜元陸上自衛隊3等陸尉＞

軽自動車税の税額を
平成27年度から改正します

　軽自動車の税額が平成27年度より改正されます。これに伴い、所有されている車
両の種別・新車登録日により、平成27年度以降の軽自動車税額が変わります。 
■問　課税課市民税班　内線3131 ～ 3

車種区分 現行税額
（平成26年度まで）

新税額
（平成27年度から）

原動機付自転車

50cc以下 1,000円 2,000円
50cc超90cc以下 1,200円 2,000円

総排気量90cc超
125cc以下 1,600円 2,400円

ミニカー 2,500円 3,700円
二輪の軽自動車（125cc超250cc以下） 2,400円 3,600円
二輪の小型自動車（250cc超） 4,000円 6,000円

小型特殊自動車
農耕作業用 1,600円 2,400円

その他（フォークリ
フトなど） 4,700円 5,900円

◆原動機付自転車、二輪車および小型特殊自動車の税額
　原動機付自転車、二輪車および小型特殊自動車の税額は、平成27年度より下表の
とおり変わります。

車種区分

現行税額 新税額
（平成27年度から）

重課税額
（平成28年度から）

平成27年3月31日以
前に新車登録をし
た車両

平成27年4月1日以
降に新車登録をし
た車両

新車登録から13年
を経過した車両

三輪 3,100円 3,900円 4,600円

四輪
乗用

営業用 5,500円 6,900円 8,200円
自家用 7,200円 10,800円 12,900円

貨物用
営業用 3,000円 3,800円 4,500円
自家用 4,000円 5,000円 6,000円

◆軽自動車（三輪以上のもの）の税額
　軽自動車（三輪以上のもの）の税額は下表のとおり変わります。新車登録の時期
や登録期間によって税額に違いがあります。

各小学校区の事業概要
小学校区 白井第三小学校区支部 白井第一小学校区支部
日程 23日㈷ 29日㈯
時間 10：00 ～ 12：00 10：00 ～ 12：00

場所 冨士中予定地
※雨天中止

白井中学校校庭
※雨天時は体育館で行い
ます。（上履き持参）

内容

【防災訓練（避難）】
一時避難所からの避難
一次救命処置法など
（心臓蘇生とAED）
アルファー米の調理法・
試食

【防災訓練】
応急手当
水消火器による消火体験
AED体験
煙体験ハウス

対象者 白井第三小学校区在住者 白井第一小学校区在住者

問い合
わせ先 長谷川　☎（443）5778 澁谷　☎（497）0469

市自治連合会小学校区支部の事業に
参加しませんか

　市自治連合会では、小学
校区支部ごとに自主的な活
動を実施しています。
　事業は各小学校区の在住
者を対象として実施し、自
治会に加入していない人も
参加することができますので、対象の地域に住んでいる
人で詳細を知りたい人は、直接、支部事業問い合わせ先
に連絡してください。
■問　市民活動支援課市民活動支援班　内線3151・2

昨年度の事業の様子
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　市では、当初予算編成方針に基づき、平成27年度に重点的に取り組む事業として、子育て支援や防災対策の推進、障害者や高齢者福祉の充実、
農業や工業の活性化、自然環境の保全や生活環境の充実、市のPR事業など22事業を下表のとおり選定しました。
■問　企画政策課企画政策班　内線3351・3

平成27年度における重点事業を選定しました

平成27年度における重点事業
事業名 事業概要 担当課（関係課）

子ども医療費助成事業 子どもの保健対策の充実および保護者の経済的負担の軽減を図るため、小学校6年生までは入院、通院、調剤の
医療費を、中学生は入院の医療費を助成する。

健康課

小学校施設改修等事業 児童が安心して学校生活が送れるようにするため、南山小学校の耐震補強および老朽化に伴う工事を行う。 教育総務課
中学校施設改修等事業 生徒が安心して学校生活が送れるようにするため、南山中学校の耐震補強および老朽化に伴う工事を行う。 教育総務課
市役所庁舎整備事業 現庁舎の耐震性の不足および老朽化などに対応した整備を進めるため、平成25年度策定の基本計画および平成26

年度の基本設計に沿って実施設計を行う。実施設計では、基本設計で決定した事項などをより詳細な図面の作成
や工事費用の積算などを行い、工事発注の準備を行う。また、併せて整備に伴い必要となる官公署などへの申請
業務などを進める。

管財契約課

地域防災計画推進事業 地域防災計画見直しおよび自治会等向け災害時対応マニュアルを踏まえ、市民の防災意識の向上と地域防災力の
向上を図るため、講習会などを開催し防災対策を推進する。
避難行動要支援者の避難対策を進めるため、対象者の絞り込みと個別支援計画の作成を進める。
避難場所となる小学校の防災対策を強化するため、非常用井戸を計画的に設置する。（白井第一小学校、白井第二
小学校、南山小学校）

市民安全課
（教育総務課）

障害福祉サービス事業
（障害者計画の策定）

障害者の自立および社会参加の支援など、障害福祉の基盤整備の計画的推進を図るため、平成28年度から始まる
「白井市障害者計画」を策定する。

社会福祉課

介護予防事業
（認知症ケア対策事業）

認知症に関して正しい理解と対応を普及するため、広報やホームページ、チラシの配布による啓発、講演会の開
催、各種教室・講座の充実などにより、認知症に関するさまざまな情報を提供する。
認知症の人および家族などを支援するため「認知症カフェ」の開催や相談事業の充実などを図る。

高齢者福祉課

生活困窮者自立支援事業 現に経済的に困窮し、最低限度の生活を維持することができなくなるおそれのある人で、自立が見込まれる人に
対し、早期から支援を行うことにより、その生活の自立を図る。

保健福祉相談室

健康づくり普及推進事業
（しろい健康プランの策定）

現行の「しろい健康プラン」（平成22 ～ 27年度）が終了することから、心と体、食育や口腔など市民の健康づく
りを推進するため、平成26・27年度の2年間で新たな「しろい健康プラン」を策定する。

健康課

感染症予防事業 感染症予防を推進するため、乳幼児や児童への予防接種を実施する。また、今後、新たに追加されていく予防接
種に対して迅速に対応する。

健康課

コミュニティ施設整備・管
理事業（西白井地区コミュ
ニティ施設の建設に向けた
検討）

西白井地区コミュニティ施設の建設に向けて「西白井地区コミュニティ施設建設準備委員会」において、施設内
容および管理運営などを検討する。

市民活動支援課

農産物ブランド化推進事業「しろいの梨」のブランド化を図るため、梨業組合などの生産者組織や農協、農業事務所との連携を強化し、新た
な生産販売振興策を推進するとともに販売促進用資材の作成、PR活動の実施を行う。また、生産者団体における
海外輸出事業に対しての支援や、自然薯を中心に新たな農産物についてもブランド化を進める。

農政課

工業団地アクセス道路整備
事業

工業団地における企業誘致や既存企業の活性化を図るため、工業団地へのアクセス道路の整備に向け、用地買収
を実施する。

道路課

谷田・清戸地区里山保全推
進事業

良好な自然環境を持続的に保全し、里山・森林の新たな活用を図るため、 （仮称）谷田・清戸市民の森整備計画に
基づき、整備方法を検討し、対象地の確保に向けた取り組みを進める。

環境課

省資源・省エネルギー推進
事業（住宅用太陽光発電シ
ステム設置費補助および高
効率給湯器設置費補助）

再生可能可能エネルギーなどの利用促進を図るため、太陽光発電システムおよび高効率給湯器を設置した市民に
対し、設置費の一部を補助する。

環境課

都市公園等整備事業 1人当たりの公園緑地面積が不足している既存の市街化区域における公園緑地を整備するため、調査研究や都市
計画決定などを進める。

都市計画課

市道新設改良事業 安全で円滑な道路交通を確保するため、幹線市道00－139号線（西白井ベリーフォールド内幹線道路）他、幹線
市道整備および一般市道の拡幅などの改良を実施する。

道路課

橋梁維持事業 橋梁（きょうりょう）の安全性を確保すると共に、修繕や架け替えに係る費用の縮減と平準化を図るため、橋梁
長寿命化計画に基づき定期点検および修繕工事を実施する。

道路課

配水施設整備事業 市営水道の安定供給を図るため、配水場建設の実施設計を行う。 上下水道課
雨水排水施設整備事業 白井地区市街化区域の一部および冨士地区市街化区域の浸水対策を図るため、雨水管渠（かんきょ）整備を行う。上下水道課
放射能対策事業 市民の安全、安心を確保するため、公共施設の空間放射線量率測定、給食食材や農産物、プール水および下水汚泥

などの放射性物質検査などを行う。また、公共施設において、空間放射線量率が放射性物質汚染対処特措法の定め
る基準値を超えている場所などの局所的な除染を実施する。さらに、除染により生じた除去土壌については、適正
に管理しつつ、処分が可能となった場合には適正に処分を行う。これら一連の放射能対策事業を効率的に進める。

環境課ほか

白井市PR事業 市のマスコットキャラクター「なし坊ファミリー」を活用して、白井市や特産品の梨のPRを実施する。また、そ
の一環として、なし坊が誕生して20周年の節目を迎えることから、「生誕20周年記念式典」を開催する。

企画政策課
（秘書広報課）

防災行政無線を用いた
全国一斉放送試験について

～全国瞬時警報システム（J－アラート）全国一斉放送試験～

　地震や武力攻撃などの災害時に、全国瞬時警報システム（J－アラート）
から送られてくる国からの緊急情報を、防災行政無線を通して確実に皆
さんにお伝えするため、全国一斉の試験が行われます。
　試験放送は、市内各所に設置の屋外拡声子局から音声が流れます。
　試験放送当日は、ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願い
します。
試験日時　28日㈮　午前11時ごろ
放送内容　上りチャイム音、「これは、テストです」（3回繰り返し）、「こ
ちらは、ぼうさいしろいです」、下りチャイム音
※災害発生や気象状況によっては、訓練放送を中止する場合があります
■問　市民安全課消防防災班　内線3323・5

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
を
選
任
し
ま

し
た

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
は
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た

価
格
に
関
す
る
不
服
に
つ
い
て
、
中

立
的
・
専
門
的
立
場
か
ら
不
服
の
内

容
を
審
査
お
よ
び
決
定
す
る
執
行
機

関
で
す
。

　
市
で
は
、
押
田
剛
さ
ん
の
任
期
満

了
に
伴
っ
て
新
た
に
山
本
久
男
さ
ん

を
選
任
し
、
平
成
26
年
第
3
回
議
会

定
例
会
に
お
い
て
同
意
を
得
ま
し
た
。

　
現
在
の
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
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、
次
の
皆
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ん
で
す
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固
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）
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収
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付
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す
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税
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ら
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選任された山本さん（右側）
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「
裁
判
を
す
る
」
と
書
か
れ
た
は
が
き

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
184

Q
　
あ
る
日
「
以
前
、
あ
な
た
が

購
入
し
た
商
品
の
料
金
が
未
払
い

に
な
っ
て
い
ま
す
。
販
売
会
社
は

あ
な
た
を
裁
判
所
に
訴
え
る
か
、

給
料
の
差
し
押
さ
え
な
ど
を
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
連

絡
が
無
い
場
合
、
管
轄
の
裁
判
所

か
ら
呼
び
出
し
の
連
絡
が
入
り
ま

す
。」
な
ど
と
書
か
れ
た
は
が
き

が
届
い
た
。

　
差
出
人
は
、
前
に
私
が
物
を
買

っ
た
こ
と
が
あ
る
会
社
か
ら
委
託

を
受
け
た
と
い
う
団
体
に
な
っ
て

い
る
。
は
が
き
到
着
後
7
日
以
内

に
連
絡
を
す
る
よ
う
に
と
書
か
れ

て
い
た
。

　
未
払
い
の
も
の
な
ど
思
い
当
た

ら
な
い
が
、
電
話
を
し
た
方
が
よ

い
の
だ
ろ
う
か
。
差
出
人
に
連
絡

を
す
る
前
に
相
談
し
た
い
。

（
70
歳
代
・
女
性
）

A
　
10
年
前
に
も
同
様
の
相
談
が

多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
ま
た

こ
の
よ
う
な
は
が
き
の
相
談
が
増

え
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
相
談
の
よ
う
に
、
公
的

な
機
関
に
似
た
名
称
を
使
っ
て
は

が
き
を
送
り
つ
け
て
い
る
業
者
が

い
ま
す
。

　
全
く
身
に
覚
え
が
な
く
て
も

「
裁
判
を
す
る
」
と
い
う
言
葉
に

驚
き
、
は
が
き
の
差
出
人
に
問
い

合
わ
せ
を
し
た
く
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
電
話
を
し
て
し
ま
う

と
「
数
年
前
に
購
入
し
た
商
品

の
料
金
が
未
納
に
な
っ
て
い
ま

す
。
料
金
を
支
払
わ
な
い
と
訴
訟

の
手
続
き
を
と
ら
せ
て
も
ら
い
ま

す
。」
な
ど
と
い
っ
た
理
由
で
金

銭
を
請
求
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
は
が
き
に

は
「
い
つ
」「
何
を
購
入
し
」「
い

く
ら
払
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
こ

と
が
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
受
け

取
っ
た
多
く
の
人
に
は
心
当
た
り

が
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
未
払
い

が
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
契
約
先
や
購

入
先
が
連
絡
し
て
く
る
は
ず
で
す
。

　
は
が
き
を
受
け
取
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
、
知
ら
な
い
間
に
訴
え
ら

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
り

ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
一
度
こ
の
よ
う
な
は
が

き
や
手
紙
を
受
け
取
っ
た
こ
と
あ

る
人
は
、
業
者
が
名
前
を
変
え
て

同
じ
よ
う
な
は
が
き
を
出
し
て
く

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
慌
て

な
い
で
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線

3
2
9
4
（
月
〜
金
曜
日

　
午
前

10
時
〜
午
後
4
時

　
市
役
所
2
階
）

　
平
成
25
年
5
月
に
「
行
政
手
続
に

お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
）」
が
成
立
し
、

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
が
導
入
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
市
で
は
、
平
成
27
年
10
月
に

個
人
番
号
の
付
番
と
そ
の
通
知
、
平

成
28
年
1
月
か
ら
個
人
番
号
利
用
開

始
に
向
け
て
準
備
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

仕
組
み

　
国
や
県
、
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
保

有
す
る
個
人
情
報
を
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
（
個
人
番
号
）
で
管
理
す
る
こ
と

に
よ
り
、
社
会
保
障
や
税
、
災
害
対

策
の
分
野
な
ど
に
お
い
て
、
異
な
る

行
政
機
関
の
間
で
必
要
な
情
報
の
連

携
を
可
能
と
す
る
も
の
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人

番
号
）
と
は

　
平
成
27
年
10
月
か
ら
、
住
民
票
を

有
す
る
国
民
一
人
一
人
（
外
国
籍
の

人
も
含
む
）
に
12
桁
の
個
人
番
号
が

付
番
さ
れ
、
通
知
カ
ー
ド
に
よ
っ
て

通
知
さ
れ
ま
す
。

　
希
望
す
る
人
に
は
、
身
分
証
明
書

と
し
て
利
用
で
き
る
「
個
人
番
号

カ
ー
ド
（
顔
写
真
付
き
の
I
C
カ
ー

ド
）」
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用

　
平
成
28
年
1
月
か
ら
、
個
人
番
号

は
社
会
保
障
や
税
、
災
害
対
策
の
行

政
手
続
で
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
法
律
ま
た
は
条
例
で
定
め
ら
れ
た

事
務
が
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
そ

れ
ら
の
事
務
に
関
す
る
申
請
書
な
ど

に
は
個
人
番
号
の
記
入
を
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
民
間
事
業
者
で
も
、
社
会
保
険
や

源
泉
徴
収
事
務
な
ど
の
法
律
で
定
め

ら
れ
た
範
囲
に
限
り
個
人
番
号
を
取

り
扱
い
ま
す
の
で
、
勤
務
先
な
ど
か

ら
個
人
番
号
の
提
供
を
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
か
ら
は
国
や
県
、
市
町

村
な
ど
で
個
人
番
号
を
活
用
し
た
情

報
連
携
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
一
生

使
う
大
切
な
も
の
で
す

　「
な
り
す
ま
し
」
の
防
止
な
ど
の

た
め
、
個
人
番
号
の
や
り
取
り
の
際

に
は
厳
格
な
本
人
確
認
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　
法
律
や
条
例
で
定
め
ら
れ
た
目
的

以
外
で
個
人
番
号
を
利
用
し
た
り
他

人
に
提
供
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　
他
人
の
個
人
番
号
を
不
正
に
入
手

し
た
り
、
正
当
な
理
由
な
く
提
供
し

た
り
す
る
と
、
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
で

変
わ
る
こ
と

◆
国
民
の
利
便
性
の
向
上

　
添
付
書
類
の
削
減
な
ど
、
行
政
手

続
き
が
簡
素
化
さ
れ
、
負
担
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
情
報
提
供
な
ど

記
録
開
示
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
情
報
の

確
認
や
提
供
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
ま
す
。

◆
行
政
の
効
率
化

　
行
政
機
関
や
地
方
公
共
団
体
な
ど

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
照
合
や
入

力
な
ど
に
要
し
て
い
る
時
間
や
労
働

力
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
る
と
と
も
に
、

よ
り
正
確
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

◆
公
平
・
公
正
な
社
会
の
実
現

　
所
得
や
他
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
受

給
状
況
を
把
握
し
や
す
く
な
り
、
脱

税
や
不
正
受
給
な
ど
を
防
止
す
る
と

と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
で
困
っ

て
い
る
人
に
対
し
、
き
め
細
か
な
支

援
を
行
え
ま
す
。

制
度
の
詳
細
に
つ
い
て

　
国
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
に
対
応
す
る
た
め
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
で
不
明
な
点

が
あ
っ
た
り
、
詳
細
に
つ
い
て
知
り

た
い
場
合
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
内
閣
官
房
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

「
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
」
の
詳

細
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

0
5
7
0
（
2
0
）
0
1
7
8

外
国
語
専
用
（
英
語
）
全
国
共
通
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル

0
5
7
0
（
2
0
）
0
2
9
1

※
両
方
と
も
通
話
料
が
掛
か
り
ま
す
。

対
応
時
間

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後

5
時
30
分
　（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
） 

問
　
総
務
課
行
政
班

　
内
線
3
3
1

2
・
3

〜
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
〜

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す

　市には日本中央競馬会の付属機関で、日本で唯一の競馬学
校があります。
　市内外の多くの皆さんに白井市や市の特産品を広く知って
もらうため、市では市商工会および白井工業団地協議会の協
力で「白井特別」競走を実施します。
　当日は市の特産品などの展示・販売を行います。
日程　12月20日㈯
場所　日本中央競馬会中山競馬場（船橋市）
競走名　第4回中山競馬第5日目第12競走「白井特別」競走

「白井特別」競走　特別席をプレゼントします
　日本中央競馬会では、当日
の特別席（ペアシート）を抽
選で30組60人にプレゼントし
ます。
対象　市内在住・在勤の満20
歳以上
■申・■問　はがきに郵便番号、
住所、氏名、年齢、電話番号、
希望人数（2人まで）を記入の上、11月25日㈫（消印有効）ま
でに郵送で秘書広報課秘書班　内線3300へ
※応募は1人1枚とし、当選者には当選通知を送付します。

白井特別競走

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
で
は
10
月
24
日
か
ら
31
日
ま

で
の
間
に
放
射
性
物
質
の
検
査
を
実

施
し
、
結
果
は
全
て
の
品
目
に
お
い

て
「
検
出
せ
ず
」
で
し
た
。

　
検
査
品
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

検
査
品
目
　
カ
ラ
シ
ナ
、
山
東
菜
、

ニ
ン
ジ
ン
、
コ
マ
ツ
ナ
、
カ
ブ
、
シ

ュ
ン
ギ
ク
、
シ
メ
ジ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
「
放
射
性
物

質
が
存
在
し
な
い
」
か
「
検
出
で
き

る
測
定
下
限
値
未
満
」
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
農
政
課
農
政
班
　
内
線
3
2
5

1
〜
4

「市民農園」を開設しませんか
　市民農園とは、サラリーマン家庭や都
市住民の人たちが、レクリエーションの
一環として、小規模の農地を利用して自
家用野菜等を栽培するための農園のこと
です。
　高齢者の生きがいづくりや生徒・児童
の体験学習の場として、また、農地の有
効活用の観点からも普及促進が求められ
ています。
　市民農園を開設するには、「市民農園整備促進法」や「特定農地貸付法」
によるもののほか、法的手続きのない「農園利用方式」によるものがあります。
　開設方法については、市ホームページで確認するか直接問い合わせてくだ
さい。
■問　農政課農政班　内線3254

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

市内の市民農園の様子

当日はなし坊とかおりも応援にいくよ
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市の人事行政の
運営状況を公表します

　市では「白井市人事行政の運営等の公表に関する条例」の規定に基づ
き市の職員数、職員の給与や勤務時間などの勤務条件、服務の状況など
を公表します。
　各項目の詳細は、市ホームページで確認することができます。
■問　総務課人事班　内線3314・5

◆職員の任免および職員数の状況
（ア）部門別職員数の状況（各年4月1日現在）

部門
職員数

対前年増減数
平成25年職員数 平成26年職員数

一般行政部門
（うち福祉部門）

302
（99）

306
（102）

4
（3）

教育部門 71 69 △2
公営企業など 40 40 0
合計 413 415 2

※△はマイナスを表します。職員数は市長および副市長を除く職員の人数で、
地方公務員の身分を保有する休職者を含み、短時間勤務職員および臨時・非常
勤職員は除いています。

（イ）一般行政職職員の級別職員数の状況（平成26年4月1日現在）
区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級

計標準的な
職務内容

主事補 主事 主任主事
主査補 主査 副主幹

課長 部長
技師補 技師 主任技師 主幹 参事

職員数（人） 24 23 57 59 35 32 35 7 272

構成比（㌫） 8.8 8.5 21.0 21.7 12.9 11.8 12.9 2.6 100

◆職員の給与の状況
（ア）平成25年度普通会計決算における人件費の状況

住民基本
台帳人口 

（平成25年度末）

歳出額
（A）

実質収支
人件費
（B）

人件費率
（B/A）

（参考） 
24年度の
人件費率

62,493人 18,135,790千円 902,417千円 3,281,248千円 18.1㌫ 17.8㌫

（イ）平成25年度普通会計決算における職員給与費の状況

職員数
（A）

給与費
1人当たりの
給与額（B/A）給料 職員手当 期末・

勤勉手当 計（B）

374人 1,417,285千円 264,275千円 526,267千円 2,207,827千円 5,903千円
※職員数は全職員数から公営企業などの職員数を減じたものです。

（エ）職員の平均給料月額・平均年齢の状況（平成26年4月1日現在）
一般行政職職員 技能労務職職員

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

338,371円
412,213円
（381,139円）

43.1歳 271,287円
304,312円

（291,698円）
53.9歳

※カッコ内の数字は後日国が公表する予定の国家公務員平均給与と比較ができる
よう通勤手当、時間外勤務手当および特殊勤務手当を除いたものです。
　「給与」は、給料と諸手当から構成されています。

（オ）職員の初任給の状況（平成26年4月1日現在）
区分 初任給 2年後の給料

一般行政職
大学卒 180,800円 202,000円
高校卒 146,200円 157,600円

◆職員の勤務時間そのほかの勤務条件の状況
（ア）勤務時間の状況（平成26年4月1日現在）
1週間の勤務時間 勤務開始 勤務終了 休憩 週休日
38.75時間 8:30 17:15 12:00 ～ 13:00 土・日曜日

※各センターなど土・日曜日に勤務を要する場合は、勤務時間の割り振りを変
更することにより対応しています。

（イ）休暇などの状況（平成25年度）

休暇の種類 休暇日数など
取得日・
件数

年次有給休暇
年度につき20日間（前年度に未使用日数がある場合は、
最大20日を翌年繰越）

平均
11.4日

夏季休暇 7月から9月までの間で8日
平均
7.5日

特別休暇
産前・産後休暇、配偶者出産休暇、結婚休暇、育児時
間休暇、忌引休暇など

182件

病気休暇
負傷または疾病のため療養を要する場合、必要最小限
度の期間

46件

介護休暇
（無給）

負傷・疾病または老齢により2週間以上にわたり父母・
子など親族を介護しなければならない場合、6カ月（再
取得可）を限度として必要と認められる期間

0件

育児休業
（無給）

満3歳に満たない子を養育するため当該子が3歳に達す
る日までの期間を限度とする期間

13件

育児部分休業
（無給）

小学校就学の始期に達するまでの子を養育するため1
日2回30分単位で2時間を超えない範囲

6件

◆特別職等の給料などの状況（平成26年4月1日現在）
　現在の給料の月額は平成6年4月1日から適用しています。

区分 給料・報酬（月額） 期末手当

給料
市長 830,000円（747,000円） 6月期

12月期
計

　1.85月分
　2.00月分
　3.85月分

副市長 690,000円（655,500円）
教育長 650,000円（637,000円）

報酬
議長 390,000円 6月期

12月期
計

　2.10月分
　2.30月分
　4.40月分

副議長 320,000円
議員 300,000円

※給料のカッコ内は白井市特別職等の職員の給与の特例に関する条例に基づき、
平成21年4月からそれぞれ一定の割合の額を減じた後の金額です。

◆職員の分限および懲戒処分の状況
（ア）分限処分の処分状況（平成25年度）
　分限処分は、公務能率の維持を目的とした処分で「免職」「休職」「降任」
「降給」があります。
　平成25年度は心身の故障のため、6人が休職しました。
（イ）懲戒処分の処分状況（平成25年度）
　懲戒処分は、職員の義務違反に対する道義的責任を問い、秩序の維持を
図ることを目的とした制裁的な処分で「免職」「停職」「減給」「戒告」の4
種類があります。
　平成25年度は、懲戒処分の該当はありませんでした。

◆公平委員会業務の状況（平成25年度）
　公平委員会は、職員の利益の保護と公正な人事権の行使を保障するため
の機関で「勤務条件に関する措置の要求に係る事項」「不利益処分に関す
る不服申し立てに係る事項」ともに、該当案件はありませんでした。

（ウ）職員の主な手当の状況（平成26年4月1日現在）

区分 内容・支給状況
支給実績
1人当たりの
平均支給年額

扶養手当

扶養親族のある職員に支給する手当
●配偶者　月額13,000円
●配偶者以外の扶養親族　1人月額6,500円　（配偶者がい
ない場合は、1人目は月額11,000円）
※16歳から22歳までの子は1人月額5,000円加算

30,257千円

208,669円

住居手当

借家などに居住し、家賃を支払っている職員などに支給す
る手当
●借家　家賃の額に応じて月額27,000円を限度に支給（家
賃が月額12,000円を超える場合に限る）

11,794千円

280,810円

通勤手当

通勤距離が片道2㌔㍍を超えて電車やバス、自家用車など
により通勤する職員に支給する手当
●電車・バス　6カ月定期券代など1カ月当たり55,000円ま
で全額支給
●自家用車など　使用距離に応じて月額2,000円から
24,500円まで支給

27,531千円

84,972円

管理職
手当

管理または監督の地位にある職員の職に応じて定額を支給
する手当
●部長職　月額70,500円　●参事職　月額61,100円
●課長職　月額57,500円　●主幹職　月額44,300円

30,019千円

652,587円

管理職
特別勤務
手当

管理職職員が臨時または緊急そのほか公務運営の必要によ
り休日などに勤務した場合、職に応じて8,000円から12,000
円までを支給（勤務時間が6時間を超える場合は50㌫増し）
する手当

―

―

地域手当
職員の給与水準が民間賃金の地域間格差を適切に反映され
たものにするための手当
（給料月額＋管理職手当＋扶養手当）×6/100

89,738千円

240,584円

特殊勤務
手当

著しく危険、不快、不健康または困難な勤務、そのほか著
しく特殊な勤務に従事したときに支給する手当
●防疫処理手当　日額300円
●災害対策業務手当　日額500円
●行旅病人等取扱手当　行旅死亡人1件に付き3,000円、行
旅病人1件に付き1,000円
●動物死体処理手当　日額 300円

32千円

8,000円

時間外
勤務手当 
（休日勤
務手当を
含む）

通常の勤務時間を超過して勤務したときに支給する手当
（管理職を除く）
●勤務日における時間外勤務　1時間当たり当該職員の時
間給単価×125/100（午後10時から翌朝午前5時までの深夜
勤務は150/100）
●週休日における時間外勤務　1時間当たり当該職員の時
間給単価×135/100（午後10時から翌朝午前5時までの深夜
勤務は160/100）

74,936千円

355,147円

期末・
勤勉手当

民間のボーナスに相当する手当
※勤勉手当の支給割合は勤務成績により加減措置があり、
職制上の職務の級による加算処置があります。
●期末手当（給料月額＋地域手当＋扶養手当）×支給割合
6月期　1.225月　12月期　1.375月　計　2.60月
●勤勉手当（給料月額＋地域手当）×支給割合
6月期　0.675月　12月期　0.675月　計　1.35月

526,267千円

1,561,623円

退職
手当

退職手当は、千葉県市町村総合事務組合で共同処理してお
り、同組合の退職手当条例で支給率が規定されています。                       
退職時の給料月額に下表支給率を乗じて基本額とし、在職
中の職務の級に応じて決定される調整額と合算した金額と
なります。ただし、経過措置として、18年度の制度改正に
より、平成18年3月31日に退職したものとして改正前の規
定により計算した場合の額が、実際の退職日において改正
後の規定により計算した額よりも多い場合は、その多い額
を支給します。

391,439千円

18,639,985円

※支給実績は平成25年度普通会計決算額です。

区分 勤続20年 勤続25年 勤続35年 最高限度額
自己都合 21.62月分 30.82月分 43.70月分 52.44月分
勧奨・定年 27.025月分 36.57月分 52.44月分 52.44月分

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

2014.11.155



　
市
で
は
「
ご
み
に
出
す
の
は

も
っ
た
い
な
い
」「
こ
ん
な
も
の

が
あ
っ
た
ら
譲
っ
て
ほ
し
い
」
と

い
う
皆
さ
ん
の
橋
渡
し
を
す
る
た

め
「
生
活
用
品
交
換
広
場
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　
交
換
広
場
に
登
録
さ
れ
た
情
報

は
、
市
役
所
1
階
に
あ
る
生
活
用

品
交
換
広
場
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
確
認
で
き
ま
す
。
掲
載

は
、
受
付
日
か
ら
3
カ
月
後
の
月

末
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
物
を
長
く
使
い
、
ご
み
を
減
ら

す
た
め
に
も
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【「
ゆ
ず
り
ま
す
」
情
報
】

学
習
机
、
水
槽
、
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ

ド
、
本
棚
、
オ
イ
ル
ヒ
ー
タ
ー
、

「
生
活
用
品
交
換
広
場
」
を

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
、
エ
レ
ク
ト
ー

ン
、ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト
、ベ
ビ
ー
カ
ー
、

ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
、
子
供
用

自
転
車
、
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト

【「
さ
が
し
て
い
ま
す
」
情
報
】

デ
ロ
ン
ギ
ヒ
ー
タ
ー
、
は
し
ご
、

三
輪
車
、
電
子
ピ
ア
ノ
、
テ
ニ
ス

ラ
ケ
ッ
ト
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ラ
ケ

ッ
ト

※
情
報
は
、
11
月
4
日
現
在
の
も

の
で
す
。

　
譲
受
品
お
よ
び
譲
渡
品
の
引
き

渡
し
は
無
償
で
す
。

申
・
問

　
申
込
書
（
環
境
課
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
環
境
課

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
班
　
内
線

3
2
7
5
へ

⑦

男
性
料
理
教
室

　
基
礎
か
ら
学
べ
る
男
性
の
た
め

の
料
理
教
室
で
す
。
手
間
を
か
け

ず
に
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
、

お
い
し
い
料
理
を
作
っ
て
、
家
族

の
た
め
に
腕
を
振
る
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

　「
子
育
て
パ
パ
」
も
気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

　
12
月
6
日
㈯
、
11
日
㈭

　印西地区消防組合では秋の火災予防運動の一環として、管内である白井市と印西
市の小学校から防火ポスターと標語を募集したところ、26校1,258点の応募がありま
した。
　白井市から選出された入賞者は、以下のとおりです。
【防火ポスターの部】
印西地区消防組合消防長賞　小西彪

ひゅうが

雅さん（池の上小学校4年）
（一社）千葉県消防設備協会長賞　田中愛

あいり

梨さん（大山口小学校5年）
白井消防署長賞　田口創

そうま

万さん（池の上小学校3年）
西白井消防署長賞　日野朱

あかね

寧さん（清水口小学校5年）
佳作　鈴木皐

たか と

仁さん（白井第一小学校6年）、石﨑翔
しょうご

悟さん（白井第一小学校3年）、
小川進

しんのすけ

乃輔さん（桜台小学校2年）、並木耀
ようだい

大さん（桜台小学校3年）
【防火標語の部】
印西地区危険物安全協会長賞　山森楓

か の

乃さん（大山口小学校2年）

気をつけよう「つもり」「したはず」火のしまつ
白井消防署長賞　松江純

じゅんいちろう

一郎さん（白井第一小学校6年）
守りたい　家族のえがお　火の始末

西白井消防署賞　原季
ひでさと

慧さん（大山口小学校6年）
僕達の　命を守る　警報器

佳作　花村雄
ゆうき

貴さん（桜台小学校6年）、関根志
ゆき

さん（桜台小学校5年）
■問　印西地区消防組合消防本部予防課　☎0476（46）9971

小西彪雅さんの作品

防火ポスター・標語入賞作品が
決まりました

田中愛梨さんの作品

田口創万さんの作品 日野朱寧さんの作品

　千葉県警察では、さまざまな犯罪の被害に遭った人
が相談するための窓口を開設しています。
【相談窓口】
相談サポートコーナー　☎043（227）9110（プッシュ
回線または携帯電話からは「#9110」でつながります）
女性被害110番　☎043（223）0110
少年センター（ヤング・テレホン）　☎0120－783497
女性相談所（電車内における痴漢など）☎0120－048224、Eメールによる相
談　{ tekkeisoudan@police.pref.chiba.jp
暴力団相談　☎043（254）8930
　そのほか、公益社団法人千葉犯罪被害者支援センター（☎043（225）5450）
でも、犯罪被害に関する相談を受け付けています。
■問　千葉県警察本部犯罪被害者支援室　☎043（201）0110（代表）、印西警
察署警務課　☎0476（42）0110（代表）、市市民安全課交通防犯班　内線33
21・2・4

犯罪被害者の相談窓口を開設

※
内
容
は
2
日
間
と
も
同
じ
で
す
。

時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
1
時
30

分
（
受
け
付
け

　
9
時
45
分
〜
）

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
の
男
性

　
16
人

（
申
し
込
み
順
）

メ
ニ
ュ
ー
　
鮭
の
ム
ニ
エ
ル
、
切

干
大
根
の
ご
ま
酢
和
え
、
か
き
玉

汁
ほ
か

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

手
拭
用
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

参
加
費
　
4
0
0
円
（
材
料
費
）

申
・
問

　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
参
加
希
望
日
を
、
電
話
か
メ
ー

ル
で
健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進

班
　
☎
（
4
9
7
）
3
4
9
4
・

 
k
en
k
ou
@
city.sh

iroi.

chiba.jp

へ

11
月
は
「
ね
ん
き
ん
月

間
」
で
す

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
厚
生
労
働

省
と
協
力
し
て
、
毎
年
11
月
を
「
年

金
月
間
」
と
位
置
づ
け
、
皆
さ
ん
に

公
的
年
金
制
度
に
対
す
る
理
解
を
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
普
及
・
啓
発
活

動
を
行
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
年
金
相
談
の
窓
口
と
し
て
全
国
各

地
で
「
出
張
年
金
相
談
」
の
開
設

●
国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
と
な
っ

て
い
る
人
へ
の
納
付
の
勧
奨

●
高
校
や
大
学
な
ど
の
教
育
機
関
や

事
業
所
な
ど
へ
出
向
い
て
の
年
金
セ

ミ
ナ
ー
や
年
金
制
度
説
明
会
の
開
催

●
会
社
や
地
域
に
お
い
て
啓
発
、
相

談
、
助
言
な
ど
の
活
動
を
行
う
民
間

協
力
員
「
年
金
委
員
」
の
皆
さ
ん
を

対
象
と
し
た
研
修
会
の
開
催

◆
11
月
30
日
は
「
年
金
の
日
」

　
今
年
か
ら
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

な
ど
を
活
用
し
て
自
分
の
年
金
記
録

や
年
金
受
給
見
込
み
額
を
確
認
し
、

老
後
の
生
活
設
計
な
ど
に
活
用
を
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
11
月
30

日
（
い
い
み
ら
い
）
を
「
年
金
の
日
」

と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
11
月
30
日
㈰
は
「
週
末
相

談
日
」
と
し
て
、
船
橋
年
金
事
務
所

を
開
所
い
た
し
ま
す
。

※
11
月
の
「
週
末
相
談
日
」
は
8
日

㈯
と
30
日
㈰
で
す
。

問
　
日
本
年
金
機
構
船
橋
年
金
事
務

所
　
☎
0
4
7
（
4
2
4
）
8
8
1

1
、
市
保
険
年
金
課
保
険
年
金
班

　

内
線
3
1
7
4
・
9

計
量
器
（
は
か
り
）
の

定
期
検
査
を
実
施

　
商
店
や
工
場
、
病
院
、
学
校
な
ど

で
「
取
り
引
き
」
や
「
証
明
」
に
使

用
し
て
い
る
計
量
器
（
は
か
り
）
は
、

計
量
法
に
基
づ
き
、
2
年
に
1
回
の

定
期
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
商
工
振
興
課

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
か
ら
、
検
査
手
数
料
は
千

葉
県
の
収
入
証
紙
に
よ
る
支
払
い
に

な
り
ま
す
。

　
収
入
証
紙
は
、
市
役
所
1
階
会
計

課
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

日
時
　
12
月
11
日
㈭
・
12
日
㈮
　
午

前
10
時
30
分
〜
午
後
3
時

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
・
問

　
11
月
28
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
か
直
接
商
工
振
興
課
商
工
振
興
班

内
線
3
2
4
2
へ

印
西
都
市
計
画
（
公
園
）

案
の
縦
覧

　
印
西
都
市
計
画
公
園
の
決
定
に
あ

た
り
都
市
計
画
案
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
、
次
の
と
お
り
縦
覧
を
行
い

ま
す
。

都
市
計
画
公
園
案
の
名
称

　
印
西
都

市
計
画
公
園
冨
士
公
園
（
案
）

縦
覧
日
時

　
12
月
1
日
㈪
〜
15
日
㈪

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

縦
覧
場
所
　
市
役
所
2
階
都
市
計
画

課
、
冨
士
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
は
土
・

日
曜
日
、
冨
士
セ
ン
タ
ー
は
月
曜
日

を
除
く
）

※
市
内
に
住
所
の
あ
る
人
（
法
人
を

含
む
）
ま
た
は
利
害
関
係
者
で
計
画

に
意
見
の
あ
る
人
は
、
12
月
15
日
㈪

ま
で
に
、
意
見
・
住
所
・
氏
名
を
書

面
（
任
意
用
紙
）
に
記
入
の
上
、
郵

送
か
直
接
都
市
計
画
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
（
あ
て
先
は
白
井
市
長
）。

問
　
都
市
計
画
課
計
画
整
備
班

　
内

線
3
2
3
6 
・
7

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
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白井由井内科　由井俊徳医師
●先生の専門分野を教えてください
　私は医師として35年間、勤務医として
は23年間、さまざまな疾患を診療してき
ました。
　専門は総合内科（老年病、糖尿病、脂
質代謝、呼吸器、循環器、消化器、感染
症、アレルギー疾患）、小児科、漢方科です。
日本東洋医学会漢方認定医であり、医療
の最先端である西洋医学と東洋医学のコ
ンビネーション診療、西洋薬と漢方薬を
組み合わせた治療を得意としています。一般に西洋薬では対処しにくい
疾患も漢方薬を併用することによって症状の改善を促すことができます。
そのため当院には一般内科や小児科だけでなく、漢方薬による治療を希
望される患者さんが多く来院されています。
●診察するときのモットーや心がけていることは
　我々人間にとって健康でいられる時間、すなわち｢健康寿命｣が大切で
あると私は考えています。したがって、病気を治すことだけでなく、生
活の質を改善することまで考えて診療しています。できるだけ体に負担
の少ない薬を選択して処方するようにし、合併症を引き起こさないよう
な治療を心がけています。
●趣味や休日の過ごし方を教えてください
　自宅では健康管理のために家庭用運動器具などを使って運動したり、
国内外の医学雑誌や内科・漢方・中医学などの専門書を読んだりして過
ごしています。内科学会や東洋医学会の講習会や勉強会があれば積極的
に参加しています。
●患者さんへのメッセージをお願いします
　当院は、西洋医学と東洋医学の両方による治療が可能な診療所です。
子どもから高齢者まで幅広く診療しています。改善しにくい症状など、
困ったことがあれば、気兼ねなく相談してください。

白井由井内科　堀込1ー 2ー 7白井Fビル2階　☎（492）1115

私のまちのかかりつけ医私のまちのかかりつけ医

プ
レ
マ
マ
・
マ
マ
の
た

め
の
講
座

〜
み
ん
な
で
お
話
し
ま
せ
ん
か
〜

◆
マ
タ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

　
ゆ
っ
た
り
と
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
を
飲

み
な
が
ら
、
気
軽
に
楽
し
く
妊
娠
・

出
産
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　「
ベ
ビ
ー
サ
ロ
ン
『
い
っ
ぽ
い
っ

ぽ
』」
と
の
交
流
タ
イ
ム
も
あ
る
の

で
、
出
産
予
定
日
の
近
い
妊
婦
さ
ん

だ
け
で
な
く
先
輩
マ
マ
と
も
話
が
で

き
ま
す
。

日
時

　
12
月
3
日
㈬

　
午
前
10
時
〜

正
午（
受
け
付
け

　
午
前
9
時
45
分
〜
）

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
お
お
む
ね
妊
娠
6
カ
月
か
ら

9
カ
月
ま
で
の
妊
婦
と
そ
の
家
族
　

25
人
（
申
し
込
み
順
）

※
経
産
婦
も
参
加
で
き
ま
す
。

保
育
　
あ
り
（
要
事
前
申
し
込
み
）

持
ち
物
　
母
子
手
帳
、
筆
記
用
具

参
加
費
　
1
0
0
円
（「
ヘ
ル
シ
ー

お
や
つ
」
お
よ
び
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
代
）

◆
ベ
ビ
ー
サ
ロ
ン「
い
っ
ぽ
い
っ
ぽ
」

　
子
育
て
中
の
親
子
が
、
気
軽
に
参

加
で
き
、
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
で
き

る
場
で
す
。
子
育
て
仲
間
の
輪
を
広

げ
ま
せ
ん
か
。

　
親
子
の
触
れ
合
い
遊
び
の
紹
介
も

あ
り
ま
す
。

※
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

日
時

　
12
月
3
日
㈬

　
午
前
10
時
30

由井俊徳医師

　　　　　　　　　　　白井梨マラソン大会上位成績者　　　　　　　（敬称略）

コース 部門 総合1位
市民の部

1位 2位 3位

2㌔㍍

親子ペア 津端直人・佳介
（船橋市）

形本祥太・
道継

高橋柊羽・
功樹 萩野颯・知

小学4～
6年生

男子 金子翔洋
（野田市） 花村雄貴 高橋侑世 廣海沙

女子 嶋崎萌
（野田市） 本橋空海 寺田梨乃亜 梅澤美玲

3㌔㍍
中学生男子 山下晃平

（柏市） 田村昂 武澤広直 －

中学生女子 橋詰友乃
（松戸市） 大塚麻友香 上野裕紀子 －

5㌔㍍

一般
男子

39歳以下 早川保明
（横芝光町） 伊藤雄史 佐久間累 西山仁騎

40歳以上 下村勧
（茨城県） 永堀崇史 関英雄 山本義男

一般
女子

39歳以下 早笋彩乃
（柏市） 田村結 小泉早紀 山本菜月

40歳以上 松本恭子
（船橋市） 川邉陽子 神田彩乃 花村貴美子

10㌔㍍

一般
男子

29歳以下 佐々木翔太
（流山市） 諸星涼太 小島裕貴 湯浅貴大

30 ～ 49歳 生井怜（神奈川県） 中里直樹 小川浩一 山本宗孝

50歳以上 及川篤
（東京都） 藤本雅俊 寺園正治 本橋章雄

一般
女子

29歳以下 岡沢由衣
（柏市） 山本実紀 石井美有 橋一葉

30 ～ 44歳 菊池厚子（東京都） 中満有希 浅見千景 若井香織

45歳以上 佐藤寿枝
（松戸市） 石井蘭 萩野道代 青山法子

白井梨マラソン大会結果
　10月5日に実施した白井梨マラソン大会は、台風18号の影響で受け付
け前からかなり強い雨模様となりましたが、多くの参加者が集まり、市
内外の2,123人が完走しました。
　ランナーの皆さんはゴールした後、梨の試食を堪能していました。
　大会の総合の部および市民の部の各部門上位成績者は、右表のとおり
です。
■問　生涯学習課スポーツ振興班　内線3435

スポーツ指導者養成講座　日程表
日程 時間 内容

12月7日㈰
13：00 ～ 15：00 スポーツの魅力をいかした健康な

まちづくり
15：00 ～ 17：00 社会体育概論（生涯スポーツ概論）

12月21日㈰
13：00 ～ 15：00 スポーツ医学
15：00 ～ 17：00 スポーツ生理学

1月25日㈰ 9：00 ～ 13：00 普通救命講習Ⅱ

2月1日㈰

10：00 ～ 12：00 スポーツ心理学

13：00 ～ 15：00 スポーツ傷害の予防と応急処置
スポーツマッサージ

15：00 ～ 17：00 実技

3月1日㈰
10：00 ～ 12：00 スポーツ指導論
13：00 ～ 15：00 スポーツと健康
15：00 ～ 17：00 総合型地域スポーツクラブの育成

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
養
成
講
座

受
講
生
募
集

　
市
で
は
、
近
年
の
健
康
志
向
に
よ
り
、
多
様
化
し
て
き

た
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
全
課
程
を
修
了
し
た
人
に
は
、「
白
井
市
公
認
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
」
と
し
て
修
了
証
を
交
付
し
、
市
の
ス
ポ
ー
ツ

リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
に
登
録
し
ま
す
。

日
程
・
内
容
　
下
表
の
と
お
り
（
都
合
に
よ
り
変
更
の
場

合
が
あ
り
ま
す
）

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者
の
20
〜
64
歳
の
人
で
、
今
後

地
域
ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
人
　
15
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
基
準
に
よ
り
選
考
し
、
参

加
者
が
5
人
に
満
た
な
い
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

参
加
費
　
3
、
9
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
・
問

　
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
ス
ポ
ー
ツ
の
専
門
種
目
の
経
験
年
数
、
受
講
目
的
を

記
入
の
上
、
11
月
27
日
㈭
（
必
着
）
ま
で
に
生
涯
学
習
課

ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

　
内
線
3
4
3
4
へ

分
〜
正
午
（
受
け
付
け
　
午
前
10
時

15
分
〜
）

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
お
お
む
ね
生
後
6
カ
月
ま
で

の
乳
児
と
そ
の
家
族

申
・
問

　
電
話
で
健
康
課
母
子
保
健

班
　
☎
（
4
9
7
）
3
4
9
5

子
宮
頸け

い

が
ん
検
診
・
乳

が
ん
検
診
（
個
別
検
診
）

　
子
宮
頸
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診

（
個
別
検
診
）
の
、
指
定
医
療
機
関

へ
の
電
話
予
約
の
受
け
付
け
は
、
29

日
㈯
ま
で
で
す
。

　
問
診
票
が
手
元
に
あ
る
人
で
、
ま

だ
検
診
を
受
診
し
て
い
な
い
人
は
、

早
め
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
健
康
課
保
健
予
防
班
　
☎
（
4

9
7
）
3
4
9
5

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

雨の中来てくれてありがとうございます 雨の中のスタート

ゴール後はお互いに健闘をたたえ合いました ゴールの様子　皆さんお疲れ様でした
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セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

桜  

テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
「
ア

リ
ス
の
お
茶
会
」

　「
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
ク
ラ
ブ
」
の
皆

さ
ん
が
作
っ
た
お
い
し
い
ケ
ー
キ
を

味
わ
い
な
が
ら
、
桜
台
セ
ン
タ
ー
で

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
26
日
㈬
　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時
　

※
飲
み
物
は
50
円
、
ケ
ー
キ
は
2
0
0

円
か
ら
で
す
（
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
）。

福  

ク
リ
ス
マ
ス
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

　
ハ
ン
ド
ベ
ル
や
ピ
ア
ノ
演
奏
、
ギ

タ
ー
、
コ
ー
ラ
ス
な
ど
、
日
に
よ
っ

て
出
演
者
と
内
容
が
異
な
る
ク
リ
ス

マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
す
て
き
な
音
楽
の
時
間
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

日
時
　
12
月
3
日
・
10
日
・
17
日
・

24
日
（
各
水
曜
日
）　
午
前
11
時
〜

※
出
演
者
に
よ
り
、
出
演
時
間
は
30

分
〜
1
時
間
で
す
。
日
時
な
ど
が
変

更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

西  

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
内
で
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
不
用
に
な
っ
た
衣
類
や
日
用
品
な

ど
を
販
売
し
て
、
楽
し
く
リ
サ
イ
ク

ル
活
動
を
し
ま
せ
ん
か
。

　
売
り
上
げ
の
一
部
は
社
会
福
祉
の

た
め
に
寄
付
し
ま
す
。

子

育

て

趣
味
・
教
養
・
学
習

日
時

　
12
月
7
日
㈰

　
午
前
10
時
〜

午
後
2
時

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者

募
集
区
画
数
　
20
区
画
（
申
し
込
み

順
）

※
1
区
画
は
約
1
・
5
平
方
㍍
で
す
。

出
店
料
　
無
料

申
　
11
月
30
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

ボ  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会

　
ゲ
ー
ム
大
会
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、

茶
話
会
な
ど
を
通
じ
て
交
流
を
深
め

な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
交
換
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
12
月
15
日
㈪
　
午
後
1
時
30

分
〜
4
時

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

て
い
る
ま
た
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
関
心
が
あ
る
人
　
50
人
（
先
着
順
）

参
加
費
　
3
0
0
円
（
菓
子
代
ほ
か
）

白
井
の
工
業
団
地

　
昭
和
30
年
（
1
9
5
5
）
の
白

井
村
の
就
業
者
数
の
産
業
別
比
較

を
み
る
と
、
第
一
次
産
業
（
農
業
）

が
85
㌫
と
主
体
を
占
め
、
第
二
次

産
業
（
工
業
）
は
5
㌫
ほ
ど
で
、

産
業
構
成
に
占
め
る
工
業
の
割
合

は
極
め
て
低
い
土
地
柄
で
し
た
。

　
昭
和
39
年
（
1
9
6
4
）
の
白

井
町
誕
生
以
後
、
北
部
の
山
林
と

畑
が
広
が
っ
て
い
た
場
所
が
県
開

発
公
社
に
よ
っ
て
、
工
業
団
地
と

し
て
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
白
井
第
一
工
業
団
地

（
敷
地
面
積
54
㌶
）
が
、
昭
和
42

年
（
1
9
6
7
）
に
造
成
を
完
了

し
、
20
社
ほ
ど
が
操
業
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
次
い
で
昭
和
49
年
（
1
9
7
4
）

に
、
白
井
第
二
工
業
団
地
（
敷
地

面
積
44
㌶
）
の
造
成
も
完
了
し
、

白
井
の
工
業
生
産
高
は
飛
躍
的
に

増
大
し
ま
し
た
。

　
ま
た
昭
和
45
年
（
1
9
7
0
）

に
国
道
16
号
線
の
白
井
・
千
葉
間
、

昭
和
49
年
（
1
9
7
4
）
に
白
井
・

野
田
間
が
開
通
し
ま
し
た
。
そ
れ

に
よ
り
、
首
都
圏
の
大
動
脈
と
し

て
機
能
し
始
め
る
と
共
に
、
工
業

道
路
の
役
割
も
高
ま
り
ま
し
た
。

最
新
（
平
成
21
年
）
の
白
井
市
の

第
二
次
産
業
の
占
め
る
割
合
は
約

30
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
白
井
の
工
業
団
地
は
「
内
陸
工

業
団
地
」
に
属
し
ま
す
。
千
葉
県

の
内
陸
工
業
団
地
は
「
平
成
24
年

度
千
葉
県
工
業
統
計
調
査
結
果
確

報
」
で
は
88
カ
所
あ
り
ま
す
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

　
そ
の
中
で
4
人
以
上
の
事
業
所

数
は
、
八
千
代
工
業
団
地
、
市
原

特
別
工
業
団
地
（
第
一
地
区
）、

上
高
野
・
村
上
工
業
団
地
、
稔
台

工
業
団
地
に
続
い
て
白
井
第
二
工

業
団
地
が
5
番
目
、
白
井
第
一
工

業
団
地
は
7
番
目
で
す
。
従
業
者

数
は
、
白
井
第
一
工
業
団
地
が
13

番
目
、
第
二
工
業
団
地
は
16
番
目

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
白
井
工
業
団

地
は
小
規
模
事
業
所
が
中
心
で
、

第
一
工
業
団
地
に
比
べ
て
第
二
工

業
団
地
の
方
に
規
模
の
小
さ
め
な

事
業
所
が
集
中
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
な
お
出
荷
額
で
は
、

白
井
第
一
工
業
団
地
が
10
番
目
、

白
井
第
二
工
業
団
地
が
20
番
目
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
白
井
の
2

つ
の
工
業
団

地
で
は
、
金

属
製
品
・
生

産
用
機
械
・

プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
事
業
所

が
集
中
し
て

い
ま
す
。

　
特
に
金
属

製
品
の
事
業

所
数
は
県
内

の
内
陸
工
業

団
地
の
中
で

八
千
代
市
、
松
戸
市
に
次
い
で
3

番
目
に
多
い
こ
と
か
ら
、
白
井
の

工
業
団
地
が
重
要
な
位
置
に
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

問
　
郷
土
資
料
館
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
4

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

西  

親
子
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

　
忙
し
い
育
児
の
合
間
に
茶
話
会
で

「
ホ
ッ
」
と
一
息
つ
き
ま
せ
ん
か
。

　
紙
粘
土
で
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
グ
ネ

ッ
ト
」
を
作
っ
て
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
、
保

護
者
だ
け
で
も
、
子
ど
も
連
れ
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

日
時
　
20
日
㈭
　
午
前
10
時
30
分
〜

正
午

対
象
　
子
育
て
中
の
保
護
者

参
加
費
　
1
0
0
円
（
材
料
費
ほ
か
）

公  

親
子
で
楽
し
く
遊
び

ま
し
ょ
う

　
ス
タ
ン
プ
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
25
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

福  集いの場「コトコトCafe」
　「コトコトCafe」は、食を通じて誰でも気軽に立ち寄れる「コミュニ
ティーカフェ」で、料理好きのグループがランチを作っています。小さ
な子ども連れでも、障害のある人も楽しめるカフェです。
　ランチかワークショップのどちらかでも、両方とも参加することがで
きます。
日程・ワークショップ・ランチメニュー　下表のとおり
時間　ワークショップ　午前10時～正午、ランチ　正午～午後2時
対象　ワークショップ・ランチ　一般　各日20人（申し込み順）
参加費　ワークショップ　①無料、②700円（材料費）　ランチ　①・②
各500円（材料費ほか）

■申　①は11月15日㈯、②は12月15日㈪から電話か直接福祉センターへ

日程 ワークショップ ランチメニュー

①12月5日㈮ 絵あそびはがき絵 クリスマスランチプレートほか

②1月15日㈭ フラワーアレンジ こだわりの焼き魚西京漬けほか

対
象

　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

　
15

組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
21
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直
接
公

民
セ
ン
タ
ー
へ

公  

松
ぼ
っ
く
り
で
作
り

ま
し
ょ
う

①
1
歳
児
「
す
み
れ
さ
ん
」

　
ツ
リ
ー
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
12
月
1
日
㈪
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
平
成
24
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
25
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者
　
10
組
（
申
し
込

み
順
）

②
2
歳
児
「
た
ん
ぽ
ぽ
さ
ん
」

　
サ
ン
タ
さ
ん
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
12
月
8
日
㈪
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象

　
平
成
23
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
24
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者

　
10
組
（
申
し
込

み
順
）

申
　
①
は
11
月
28
日
㈮
ま
で
、
②
は

12
月
5
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直
接
公

民
セ
ン
タ
ー
へ

白  

小
麦
粉
粘
土
あ
そ
び

　
小
麦
粉
に
水
を
混
ぜ
て
粘
土
を
作

っ
た
後
、
親
子
で
一
緒
に
こ
ね
た
り
、

型
抜
き
を
し
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
12
月
8
日
㈪

　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象

　
1
歳
以
上
の
子
と
そ
の
保
護

者
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
持
ち
帰
り
用
の
ビ
ニ
ー
ル

袋
、
手
拭
き
タ
オ
ル

参
加
費
　
70
円
（
材
料
費
）

※
小
麦
粉
ア
レ
ル
ギ
ー
の
人
の
参
加

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

申
　
本
日
の
午
前
9
時
か
ら
電
話
か

直
接
白
井
児
童
館
へ

二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
相
談
会
で
は
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係

機
関
へ
の
紹
介
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所

　
12
月
5
日
㈮
・
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
時
間

　
1
件
目
・
午
後
6
時
20

分
〜
7
時
30
分
、
2
件
目
・
午
後
7

時
40
分
〜
8
時
50
分

対
象

　
市
内
在
住
の
中
学
校
を
卒
業

し
た
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ

の
保
護
者
・
家
族

受
付
件
数
　
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料
　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
住
ん
で
い
る
地

区
、
相
談
し
た
い
人
と
の
続
柄
を
、

電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
生
涯
学
習

課
社
会
教
育
班
　
内
線
3
4
3
2
・

 sy
o
u
g
a
i-g
a
k
u
sy
u
u
@

city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

Oオ
ー
エ
ヌN
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

2
0
1
4
イ
ベ
ン
ト

　
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
体
験
の
ほ

か
、
芋
煮
や
う
ど
ん
、
コ
ー
ヒ
ー
の

配
布
な
ど
を
行
い
ま
す
。
み
ん
な
で

楽
し
く
交
流
を
図
り
な
が
ら
一
緒
に

ス
ポ
ー
ツ
を
し
ま
せ
ん
か
。

　
当
日
は
新
規
会
員
の
受
け
付
け
も

行
い
ま
す
。

日
時

　
22
日
㈯

　
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
3
時

※
雨
天
で
も
開
催
し
ま
す
が
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
の
種
目
は
中
止
し
ま
す
。

場
所
　
大
山
口
中
学
校

開
催
種
目
　
体
育
館
　
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
　
グ
ラ
ウ
ン
ド

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
模
型
飛
行
機
の
フ

ラ
イ
ト
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
　
硬
式
テ

ニ
ス

　
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
　
模
型
飛
行

機
の
作
成

　
そ
の
他
　
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
（
5
〜
7
㌔
㍍
）

問
　
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

内
線
3
4
3
4

昭和42年ごろの第一工業団地

松ぼっくりサンタ

成人おめでとう
平成27年成人式を開催します

　市では、新成人を祝福するために、成人式を開催します。
　該当する新成人には、案内状を11月中旬に発送しています。案内
状は記念写真（1枚に限り無料）の申込書を兼ねていますので、希
望をする人は必ず必要事項を記入して式当日に持参してください。
　12月1日㈪までに案内状が届かない場合や市外に転出して白井市
の成人式に出席したい人は、電話かEメール、直接窓口まで問い合
わせてください。
日時　平成27年1月12日㈷　午前10時30分～（受け付け　午前9時30
分～）
場所　文化会館大ホール
対象　平成6年4月2日から平成7年4月1日までに生まれた人
成人式のテーマ　「大人へのステップ　～あなたの未来とは～」
■問　生涯学習課社会教育班　内線3433・{syougai-gakusyuu@city.
shiroi.chiba.jp
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セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募
集
・
伝
言
板

◆
大
正
琴
「
水
陽
会
」
会
員
募
集

　
新
装
さ
れ
た
西
白
井
複
合
セ
ン
タ

ー
で
大
正
琴
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
定期的に実施されている児童館事業などは、
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

子

ど

も

白  

羊
毛
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
作
り

　
羊
毛
で
作
っ
た
リ
ー
ス
に
手
作
り

の
花
や
ビ
ー
ズ
を
使
っ
て
「
ク
リ
ス

マ
ス
リ
ー
ス
」
を
作
ろ
う
。

日
時
　
12
月
6
日
㈯
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
小
学
生
以
上
　
10
人
（
申
し

込
み
順
）

持
ち
物
　
持
ち
帰
り
用
の
袋

参
加
費
　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
本
日
の
午
前
9
時
か
ら
電
話
か

直
接
白
井
児
童
館
へ

イ

ベ

ン

ト

◆
菊
花
観
賞
会

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
鈴
木
二
三
男

さ
ん
の
庭
や
畑
に
丹
精
込
め
て
育
て

た
菊
、
約
1
、
0
0
0
株
が
き
れ
い

に
咲
い
て
い
ま
す
。

　
色
と
り
ど
り
に
咲
い
た
菊
を
見
に

来
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
〜
16
日
㈰
　
午
前
9
時
〜
午

後
3
時
　
場
所
　
鈴
木
二
三
男
さ
ん

宅
（
白
井
第
三
小
学
校
入
口
付
近
）

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

乗
り
合
わ
せ
で
来
て
く
だ
さ
い
。

問
　
加
藤
☎
0
9
0
（
5
3
2
8
）

0
3
6
3

◆
白
井
美
術
会
「
日
本
画
・
洋
画

秋
季
展
」

　
例
年
2
月
に
開
催
し
て
い
た
絵
画

部
門
の
作
品
展
を
今
年
か
ら
秋
開
催

に
変
更
し
ま
す
。

日
時

　
19
日
㈬
〜
23
日
㈷

　
午
前
9

時
〜
午
後
5
時

　

※
初
日
は
正
午
か
ら
、
最
終
日
は
午

後
4
時
ま
で
で
す
。

場
所

　
文
化
セ
ン
タ
ー
3
階
展
示
ギ

ャ
ラ
リ
ー

問
　
加
藤
☎
（
4
9
1
）
3
3
3
3

◆
印
旛
郡
市
歯
科
医
師
会
市
民
健
康

講
演
会

　「
妊
産
婦
の
歯
科
治
療
〜
マ
イ
ナ

ス
1
歳
か
ら
の
オ
ー
ラ
ル
ケ
ア
〜
」

を
テ
ー
マ
に
、
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
20
日
㈭
　
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
0
時
30
分
　
場
所
　
イ
オ
ン
モ

ー
ル
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
3
階
イ
オ

ン
ホ
ー
ル
（
印
西
市
）　
講
師
　
日

本
歯
科
大
学
附
属
病
院
総
合
診
療
科

マ
タ
ニ
テ
ィ
歯
科
医
長

　
代
田
あ
づ

さ
先
生

　
参
加
費
　
無
料

※
当
日
の
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。

申
・
問

　
フ
ァ
ク
ス
で
代
表
者
名
、

代
表
者
電
話
番
号
、
参
加
人
数
を
公

益
社
団
法
人
千
葉
県
印
旛
郡
市
歯
科

医
師
会
☎
0
4
7
6
（
2
7
）
1
8

9
4
・

0
4
7
6
（
2
7
）
1
8

9
6
へ

◆
自じ
き
ょ
う
じ
ゅ
つ

彊
術
無
料
体
験

　
ラ
ジ
オ
体
操
の
原
型
と
な
っ
た

「
健
康
ス
ト
レ
ッ
チ
」
で
全
身
の
関

節
を
く
ま
な
く
動
か
し
な
が
ら
、
組

織
や
血
管
を
柔
ら
か
く
し
て
「
若
返

る
体
感
」
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
25
日
㈫
　
午
後
1
時
〜
3
時
、

27
日
㈭
　
午
後
2
時
〜
4
時
　
場
所

白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

問
　
自
彊
術
同
好
会
　
平
田
☎
（
4

9
2
）
4
7
0
5

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、社
会
保
険
労
務
士
、ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
29
日
㈯
　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所
　
千
葉
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
　
対
象
　
一
般
（
予
約
不

要
）

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
親
子
体
験
企
画

「
こ
れ
が
ほ
ん
と
の
森
ガ
ー
ル
！
」

　
キ
ャ
ン
プ
場
で
秋
を
感
じ
な
が
ら
、

親
子
で
自
然
体
験
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。

日
時
　
30
日
㈰
　
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
1
時
30
分
　
場
所
　
大
神
保
青

少
年
キ
ャ
ン
プ
場
（
船
橋
市
）　
対

象
　
年
長
か
ら
小
学
生
ま
で
の
女
子

と
そ
の
保
護
者

　
参
加
費

　
1
人
2

0
0
円
（
未
就
学
児
無
料
・
保
険
料

ほ
か
）

申
・
問

　
23
日
㈷
ま
で
に
電
話
で
ガ

ー
ル
ス
カ
ウ
ト
千
葉
県
第
63
団

　
肥

沼
☎
（
4
9
1
）
6
6
9
4
へ

◆
青
色
決
算
・
消
費
税
等
説
明
会

　
所
得
税
の
青
色
申
告
決
算
書
の
作

成
や
消
費
税
、
地
方
消
費
税
の
申
告

書
の
書
き
方
な
ど
に
つ
い
て
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
な
お
個
人
で
事
業
や
不
動
産
貸
付

を
行
う
人
は
、
記
帳
と
帳
簿
書
類
の

保
存
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
詳
細

は
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

日
程
・
場
所
　
12
月
2
日
㈫
・
千
葉

県
印
旛
合
同
庁
舎
（
佐
倉
市
）、
3

日
㈬
・
印
西
市
役
所
、
4
日
㈭
・
八

街
市
中
央
公
民
館
、
8
日
㈪
・
成
田

市
中
央
公
民
館
　
時
間
　
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分

問
　
成
田
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部

門
☎
0
4
7
6
（
2
8
）
5
1
5
1

◆
大
人
の
た
め
の
朗
読
会

　
慌
た
だ
し
く
過
ぎ
る
年
の
瀬
、
ち

ょ
っ
と
一
息
つ
き
に
朗
読
を
聴
き
に

来
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
12
月
5
日
㈮

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
　
場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー

2
階
研
修
室
　
入
場
料
　
無
料

問
　
朗
読
の
会
「
も
え
ぎ
」　
佐
藤

☎
（
4
9
2
）
6
2
2
4

◆
S
I
N
C
S
ク
リ
ス
マ
ス
・
チ
ャ

リ
テ
ィ
・
コ
ン
サ
ー
ト
2
0
1
4

　
イ
ギ
リ
ス
、ス
ペ
イ
ン
な
ど
の「
世

界
各
国
の
踊
り
」（
バ
レ
エ
・
ジ
ャ

ズ
ダ
ン
ス
・
日
舞
）
や
プ
ロ
･
バ
リ

ト
ン
歌
手
の
倉
本
晋
児
、
ピ
ア
ノ
の

堤
ゆ
り
と
1
0
0
人
の
合
唱
で
贈
る

「
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
大
特
集
」、

環
境
に
関
す
る
講
演
な
ど
、
楽
し
く

盛
り
だ
く
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
収
益
金
の
一
部
は
、
市
内
の
芸
術

文
化
・
環
境
保
全
活
動
、
東
日
本
大

震
災
被
災
地
へ
の
義
援
金
と
し
て
寄

付
し
ま
す
。

日
時
　
12
月
13
日
㈯
　
午
後
2
時
〜

（
開
場
　
午
後
1
時
30
分
〜
）　
場
所

市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

　
入
場
料

　

9
9
9
円
（
電
話
・
メ
ー
ル
予
約
可
）

申
・
問

　
S
I
N
C
S
白
井
自
然
と

芸
術
文
化
の
会
　
平
田
☎
0
8
0（
4

7
2
7
）
8
7
1
8
・ sin

cs_

sin
cs@
y
ah
oo.co.jp

へ

西  

レ
ッ
ツ
ク
ッ
キ
ン
グ

　
親
子
で
「
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
」

を
作
ろ
う
。

日
時

　
12
月
7
日
㈰

　
午
前
10
時
〜

午
後
1
時

対
象

　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

　
12

組
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
日
本
製
粉
㈱
ク
ッ
キ
ン
グ
パ

ー
ト
ナ
ー
　
佐
藤
加
代
子
さ
ん

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ

ス
ク
、
タ
オ
ル
、
上
履
き
、
飲
み
物

参
加
費
　
1
組
7
0
0
円
（
材
料
費
、

飾
り
代
、
箱
代
）

申
　
11
月
30
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

高

齢

者

シ  

会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
25
日
㈫
　
午
前
10
時
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

福  

暖
か
グ
ッ
ズ
作
り
講
習

　
ネ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
マ
ー
と
靴
下
カ
バ

ー
を
作
り
ま
す
。
手
作
り
の
「
暖
か

グ
ッ
ズ
」
で
寒
い
冬
を
乗
り
切
り
ま

せ
ん
か
。

日
時
　
12
月
4
日
・
11
日
・
18
日
（
各

木
曜
日
・
全
3
回
）　
午
後
1
時
〜

3
時

対
象

　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上

　
10

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物

　
ネ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
マ
ー

　
並

太
の
毛
糸
1
玉
、
6
号
の
か
ぎ
針

靴
下
カ
バ
ー

　
並
太
の
毛
糸
2
玉
、

8
〜
10
号
の
棒
針
4
本

申
　
11
月
22
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

福  

は
じ
め
て
の
遺
産
相
続

と
遺
言
書
の
作
成
セ
ミ
ナ
ー

　
遺
産
相
続
や
遺
言
書
を
作
成
す
る

入
門
編
と
し
て
、
2
0
1
7
年
税
制

改
正
を
踏
ま
え
た
事
例
・
法
律
・
概

要
な
ど
を
交
え
て
、
分
か
り
や
す
く

説
明
す
る
セ
ミ
ナ
ー
と
個
別
相
談
会

を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
専
門
家

の
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

内
容
・
日
時
　
セ
ミ
ナ
ー　

12
月
5

日
㈮
　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

個
別
相
談
会
　
12
月
6
日
㈯
　
午
前

10
時
30
分
〜
午
後
4
時

※
個
別
相
談
会
は
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

た
人
が
対
象
で
希
望
者
の
み
行
い
、

1
人
30
分
程
度
で
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
筆
記
用
具

申
　
11
月
26
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

ボ  

介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
登
録
説
明
会

　
市
の
「
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

制
度
」
は
、
活
動
に
応
じ
て
ポ
イ
ン

ト
が
付
与
さ
れ
る
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
、
65
歳
以
上
の
人
の
健
康
増
進

と
社
会
参
加
を
目
的
と
し
、
介
護
予

防
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
主
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
内
容
は
、
高

齢
者
施
設
で
入
居
者
の
話
し
相
手
に

な
っ
た
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

補
助
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
登
録
希
望
者
を
対
象
に
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
人

は
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
12
月
11
日
㈭
　
午
後
2
時
〜

3
時

場
所

　
白
井
第
一
小
学
校
区
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
事
務
所「
お
あ
し
す
」

（
旧
中
央
公
民
館
別
館
）

対
象

　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上

申
　
電
話
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
へ

　楽しい工作を通して、科学の性質を理解し
よう。
日程　30日㈰
内容・時間・対象・参加費　下表のとおり
講師　つくばエキスポセンター講師　加地
浩成さん、堀本能之さん

■申　25日㈫までに電話か直接西白井複合セ
ンターへ

　
基
礎
か
ら
教
え
ま
す
の
で
、
ど
な

た
で
も
弾
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

日
時

　
毎
週
水
曜
日

　
午
後
1
時
〜

3
時

　

※
22
日
㈯
の
午
後
1
時
か
ら
、
無
料

体
験
を
行
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
内
海
☎
（
4
9
7
）
2
3
4
7

◆
「
白
井
花
っ
こ
」
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

教
室
・
会
員
募
集

　
季
節
の
花
の
寄
せ
植
え
や
「
ハ
ン

ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
」
な
ど
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
細
に
つ
い
て
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時

　
日
曜
日
の
午
前
中
（
年
9
回
）

場
所

　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

　

問
　
富
園
☎
0
9
0
（
6
3
4
5
）

5
4
5
4
（
午
後
6
時
〜
）

◆「
七
次
台
学
童
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
」

入
所
説
明
会

　
平
成
27
年
度
の
入
所
希
望
者
お
よ

び
入
所
を
考
え
て
い
る
人
を
対
象
に

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

日
時
　
12
月
7
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

場
所
　
七
次
台
学
童
わ
く
わ
く
ラ
ン

ド
（
七
次
台
小
学
校
敷
地
内
）

問
　
七
次
台
学
童
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

☎
（
4
9
2
）
6
6
3
0
（
平
日
の

午
後
1
時
〜
6
時
）

◆
11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
強
化
期

間
」
で
す

　
労
働
保
険
は
労
災
保
険
と
雇
用
保

険
の
総
称
で
、
職
場
の
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
働
く
た
め
の
も
の
で
す
。

　
農
林
水
産
業
の
使
用
労
働
者
5
人

未
満
の
個
人
事
業
者
を
除
き
、
労
働

者
を
1
人
で
も
使
用
す
る
事
業
主
は
、

労
働
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
法
律

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
未
手
続
き
の
事
業
主
は
早
め
に
加

入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
船
橋
労
働
基
準
監
督
署
☎
0
4

7
（
4
3
1
）
0
1
8
3

内　容
ぶよぶよ、ねばね
ばのスライム遊び
を科学しよう

振動で動くお掃除
ロボットを作ろう

時　間 午前10時～正午 午後1時30分～ 3時
30分

対　象
小学１～３年生と
その保護者　15組
（申し込み順）

小学4 ～ 6年生と
その保護者　15組
（申し込み順）

参加費 400円（材料費） 500円（材料費）

　子ども科学ラボ西  子ども科学ラボ

2014.11.159



古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

2014.11.15 10み ん な の ひ ろ ば

ム
な
ど
の
仮
想
の
世
界
で
な
く
、

人
形
劇
や
演
劇
な
ど
生
の
舞
台
鑑

賞
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
毎
年

2
作
品
は
、
舞
台
を
観
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◆
あ
そ
ぶ
　
一
年
を
通
じ
て
デ
イ

キ
ャ
ン
プ
、
親
子
キ
ャ
ン
プ
、
流

し
そ
う
め
ん
、
お
月
見
会
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
、
親
子

ク
ッ
キ
ン
グ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
家
庭
や

学
校
だ
け
で
は
で
き
な
い
体
験
を

親
子
で
楽
し
め
ま
す
。

◆
つ
な
が
る
　
市
内
で
行
わ
れ
て

い
る
ワ
ン
パ
ク
大
会
や
清
水
口
夏

ま
つ
り
、
市
民
活
動
ま
つ
り
、
西

白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
や
白
井
駅
前

子
ど
も
た
ち
の
豊
か

な
成
長
を
目
指
し
て 

　
子
ど
も
劇
場
と
は
、
昭
和
40
年

に
福
岡
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
間
で

「
子
ど
も
た
ち
に
本
物
の
文
化

を
！
」
と
い
う
願
い
か
ら
誕
生

し
た
団
体
で
、
現
在
全
国
に
は

7
7
0
劇
場
が
あ
り
ま
す
。
千
葉

県
に
は
昭
和
45
年
に
誕
生
し
、
白

井
子
ど
も
劇
場
と
し
て
は
平
成
5

年
に
発
足
し
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、「
子
ど
も
た
ち
の

豊
か
な
成
長
」
を
目
的
と
し
て
、

「
生
の
舞
台
鑑
賞
や
あ
そ
び
な
ど

の
創
造
的
な
体
験
の
場
作
り
」「
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
、

子
ど
も
も
大
人
も
共
に
育
ち
あ
え

る
地
域
社
会
」
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
現
在
の
会
員
数
は
1
1
5
人

で
、「
み
る
　
あ
そ
ぶ
　
つ
な
が
る

白
井
子
ど
も
劇
場
」
を
掲
げ
て
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

◆
み
る

　
テ
レ
ビ
や
映
画
、
ゲ
ー

と
て
も
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い

ま
す
。

　
当
劇
場
は
会
員
制
で
親
子
で
入

会
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
が
、
一

般
向
け
に
も
年
数
回
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
会
員
に
な
る

と
鑑
賞
会
の
割
引
や
会
員
限
定
の

セ
ン
タ
ー
の
ま
つ
り
な
ど
、
地
域

の
活
動
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
子
育
て
支
援
と
し

て
、
未
就
園
児
親
子
を
対
象
と
し

た
青
空
保
育
「
ど
ん
ぐ
り
ク
ラ

ブ
」
が
あ
り
ま
す
。
子
育
て
の
一

番
大
変
な
時
期
に
、
の
ん
び
り
親

子
で
過
ご
す
こ
と
の
良
さ
を
感
じ

て
も
ら
お
う
と
始
め
た
も
の
で
、

毎
年
多
く
の
人
が
参
加
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
青
少
年
支
援
と
し
て
、

会
員
の
中
学
生
以
上
で
活
動
す
る

「
中
高
青
サ
ー
ク
ル
」
は
、
学
年
、

学
校
の
壁
を
越
え
て
活
動
す
る
た

め
、
思
春
期
の
子
ど
も
た
ち
の
息

抜
き
の
場
、
安
ら
ぎ
の
場
と
し
て

　
　
　
未
来
を
築
く
市
民
活
動
団
体
紹
介
㉔

白
井
子
ど
も
劇
場

昨年のハロウィンイベントの様子

天
　
貯
水
池
に
家
鴨
の
つ
が
ひ
神
の
留
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
清
水
治
夫

地
　
古
民
家
に
丸
井
戸
あ
り
て
花
茗
荷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
横
山
久
雅
子

人
　
晩
学
の
灯
を
消
し
て
よ
り
虫
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
柳
沢
　
純

【
選
評
】　
天
　
こ
の
作
者
は
俳
暦
が
有
る
と
思
う
。
句
に
は
取

合
わ
せ
が
有
り
、
そ
の
二
つ
の
物
は
付
か
ず
離
れ
ず
が
ベ
ス
ト

で
あ
る
。
家
鴨
が
貯
水
池
に
居
る
事
と
神
の
留
守
が
そ
の
条
件

を
よ
く
満
た
し
て
い
る
。
地
　
花
茗
荷
も
丸
井
戸
も
家
の
古
い

風
情
を
よ
く
表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
も
取
合
わ
せ
の
良
い
結
果

で
あ
る
。
人
　
晩
学
と
は
年
を
取
っ
て
か
ら
学
び
始
め
る
事
で
、

何
に
し
て
も
遅
す
ぎ
る
事
は
無
い
。
句
全
体
に
充
実
感
が
あ
り
、

虫
の
声
を
聴
く
心
の
余
裕
が
感
じ
ら
れ
る
。
　
　

梵
鐘
に
一
願
一
打
鳥
渡
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
大
屋
キ
ヌ

秋
澄
み
て
梵
鐘
ま
す
ぐ
響
き
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
小
澤
喜
美
子

水
澄
む
や
苔
む
す
岩
を
徒か

ち歩
渡わ

た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
　
齋
藤
順
子

曼
珠
沙
華
木
立
の
中
で
燃
え
さ
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
下
堂
薗
慶
子

栗
拾
う
記
憶
の
扉
広
げ
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
口
　
　
松
村
　
猛

悔
や
み
て
は
一
粒
ず
つ
の
黒
葡
萄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
山
川
純
子

老
い
て
な
ほ
昂
ぶ
る
音
色
秋
祭
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
渡
辺
岩
夫

　母
は
娘
を
娘
は
母
思
い
お
互
い
に

弥
次
郎
兵
衛
の
ご
と
支
え
あ
っ
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
名
越
た
て
み

【
選
評
】　
母
と
娘
が
支
え
合
っ
て
い
る
関
係
を
弥
次
郎
兵
衛
に

譬た
と
え
て
い
ま
す
。
横
棒
の
両
端
に
母
と
娘
が
い
て
、
バ
ラ
ン
ス

を
取
り
合
っ
て
い
る
の
で
す
。

逝
く
夏
の
風
雨
は
げ
し
き
こ
の
朝

あ
し
た

紫
紺
色
濃
く
朝
顔
の
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
　
　
　
　
印
南
満
子

遠
き
日
の
ぼ
た
山
照
ら
し
月
光
は

今
宵
し
ず
か
に
梨
畑
照
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山

　   

　
上
野
佐
江
富

照
り
光
る
紫
式
部
の
つ
ぶ
ら
実
に

病
弱
な
り
し
母
思
ひ
出
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
蝦
名
幸
子

マ
イ
カ
ー
に
迷
い
こ
み
中
を
さ
ま
よ
う
蚊

江
戸
川
越
え
て
千
葉
に
連
れ
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
　
望
月
玲
子

活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
現
在
、
少
子
化
や
地
域
の
つ
な

が
り
の
希
薄
さ
が
問
題
と
な
り
、

子
育
て
受
難
時
代
な
ど
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
ん
な
時
代
だ
か

ら
こ
そ
「
白
井
子
ど
も
劇
場
」
で

子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か
に
過
ご
せ

る
よ
う
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
4
歳
か
ら
会
費
が
掛
か
り
ま
す
。

3
歳
未
満
は
無
料
で
す
）

連
絡
先

　
白
井
子
ど
も
劇
場
事

務
局
☎
（
4
9
1
）
2
1
6
3
・

s
h
ir
o
i-k
o
d
o
m
o
@

y
ah
oo.co.jp

　

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動

支
援
班

　
内
線
3
1
5
1

　

♠杉田重義さん（根在住）が、9月6日・7日に
開催された「第27回全国グラウンド・ゴルフ
交歓大阪府大会」に出場しました。
　杉田さんは1組6人で構成される個人戦に出
場し、所属したＣ組で4位となりました。大会
では1,728人が参加し県内では23人中トップの
成績でした。また、10月4日～ 7日に開催され
た「第27回全国健康福祉祭栃木大会　ねんり
んピック栃木2014」の個人戦にも出場しまし
た。大会では男性参加者301人中22位で県内で
は5人中トップの成績でした。

　杉田さんは「グラウンド・ゴルフはゲームの楽しさだけでなく、試合に集まった人々と
の交流や仲間づくりを大切にしたスポーツです。来年は県北部地区の大会が市の運動公園
で開催されます。また、関東大会は千葉県で、国体が和歌山県、全国交歓大会が山形県で
開催予定ですので、今から練習に励みます。」と抱負を述べられました。
♥常磐靖子さん（冨士在住）が、10月15日に開催された「第19回千葉県北部地区グラウンド・
ゴルフ大会」（385人参加、内女性146人）に出場し、女性の部で見事優勝を果たしました。
　常磐さんは「週5日を冨士中予定地で練習しています。次の大会に向けて頑張ります。」
と話されました。

　このコーナーで紹介する皆さんの身近な話題をお寄せください。
申・問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4へ

グラウンド・ゴルフ　杉田重義さん　常磐靖子さん
全国大会、県大会で大活躍！

市長室に訪れた杉田さん（右）と常磐さん（中央）

　10月28日、全国女性農業経営者会議「第19回全
国の集いinちば～次世代につなごう！女性の農力
＆組織力～」が成田市で開催されました。
　この会議は、全国の女性農業経営者が今後の新
たな農業の方向性について熱心に語り合う場です。
全国から約260人の女性農業者や関係者などが集
まり、白井市からは市農業委員会会長の武藤栄子
さんが、パネルディスカッション「将来の農業を
考える」のパネリストとして参加しました。
　武藤さんは「農業人口が減少しているといわれ
ていますが、先日農業を学んでいる高校生が地域
の農家の話に目を輝かせて聞き入る姿を見て『農業も捨てたものじゃない！』と感じました。
多くの子どもたちが農業を目指してくれることを願い、農業の魅力をどんどん発信してい
きたいです。また、女性はもっともっと自由に外に出て、いろいろなことを経験してほし
いです。」など、力強いメッセージを送りました。
　次世代を担う女性の「農力」に期待です。

「女性はもっともっと外に出て、いろいろ経験を！ 」

武藤栄子さんが「全国女性農業経営者会議」で発言

力強く発言された武藤栄子さん

　11月19日㈬に、市文化センター 2階喫茶室で営業中
の「カフェブラン」が市役所7階にレストラン「カフェ
ブラン2」をオープンします。
　人気の「梨のタレ豚丼」をはじめ、地元の野菜や卵、
梨、自

じねんじ ょ

然薯を使ったメニューや、店内で焼き上げたパ
ン、キッシュ、手作りケーキを「ビュッフェスタイル」
で提供する予定です。「なし坊グッズ」や「手作り雑貨」
も販売します。7階からの景色を楽しみながら、ゆっ
くりおいしいランチを食べてみませんか。
　営業時間は市役所開庁時の午前10時～午後4時です。

市役所7階にレストラン「カフェブラン2」がオープン

「カフェブラン 2」のスタッフの皆さん


